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分野名 (注)

1 数論 数論幾何を含む．

2 代数幾何

3 群論・環論・組合せ論

4 リー群・リー環・表現論

5 微分幾何

6 位相幾何

7 複素解析・複素幾何

8 力学系

9 微分方程式 代数解析を含む．

10 関数解析・実解析

11 作用素環

12 確率・統計 統計科学，数理ファイナンスを含む．

13 応用数理
数値解析，可積分系，統計力学，量子統計，場の量子論，
弦理論，数理物理，数理生物などを含む．

14 計算機科学

15 数学基礎論

※各教員の「現在の研究概要と学生への要望」をよく読んで参考にするようにしてください．

分野名一覧表



会 田 茂 樹 教授 1 足 助 太 郎 准教授 27

阿 部 紀 行 教授 2 池 祐 一 准教授 28

石 毛 和 弘 教授 3 今 井 直 毅 准教授 29

伊 山 修 教授 4 岩 木 耕 平 准教授 30

WILLOX Ralph 教授 5 植 田 一 石 准教授 31

小 木 曽 啓 示 教授 6 大 島 芳 樹 准教授 32

河 澄 響 矢 教授 7 岡 田 い ず 海 准教授 33

河 東 泰 之 教授 8 柏 原 崇 人 准教授 34

木 田 良 才 教授 9 加 藤 晃 史 准教授 35

小 林 俊 行 教授 10 河　上　    龍　郎 准教授 36

權 業 善 範 教授 11 北 山 貴 裕 准教授 37

斎 藤 毅 教授 12 KELLY Shane 准教授 38

齊 藤 宣 一 教授 13 小 池 祐 太 准教授 39

酒 井 拓 史 教授 14 今 野 北 斗 准教授 40

佐 々 田 槙 子 教授 15 坂 井 秀 隆 准教授 41

志 甫 淳 教授 16 逆 井 卓 也 准教授 42

高 木 俊 輔 教授 17 下 村 明 洋 准教授 43

高 津 飛 鳥 教授 18 白 石 潤 一 准教授 44

高 山 茂 晴 教授 19 関 口 英 子 准教授 45

辻 雄 教授 20 髙 田 了 准教授 46

葉 廣 和 夫 教授 21 長 谷 川 立 准教授 47

平 地 健 吾 教授 22 林 修 平 准教授 48

本 多 正 平 教授 23 松 井 千 尋 准教授 49

増 田 弘 毅 教授 24 松 尾 厚 准教授 50

宮 本 安 人 教授 25 三 枝 洋 一 准教授 51

吉 田 朋 広 教授 26 三 竹 大 寿 准教授 52

吉 野 太 郎 准教授 53

数物連携宇宙研究機構（ＩＰＭＵ)

阿 部 知 行 教授 54

伊 藤 由 佳 理 教授 55

KAPRANOV Mikhail 教授 56

戸 田 幸 伸 教授 57

中 島 啓 教授 58

MILANOV Todor 教授 59

山 崎 雅 人 教授 60
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氏名：池　祐一（いけ　ゆういち）
分野名：微分幾何・位相幾何・応用数理
キーワード：超局所層理論・シンプレクティック幾何学・位相的データ解析・パーシステン
トホモロジー
現在の研究概要：超局所層理論を幾何学に応用する研究を行っています．超局所層理論は
1980年代に柏原と Schapiraにより開発された，多様体上の層の方向別の特異性を考えて，
それらを余接束上で解析する理論です（ノート置き場も参照してください）．この理論は，
線形偏微分方程式や特異点論に有効に用いられてきましたが，2010 年頃からシンプレク
ティック幾何学にも使えることがわかってきました．また，2020年あたりからは超局所層
理論とパーシステントホモロジーとの関係も調べられるようになってきました．
上記のような流れの中で，私は超局所層理論とパーシステントホモロジーとの関係を調べ
る中で培われた技術を用いて，シンプレクティック幾何学にアプローチするという研究を
行っています．特に，パーシステントホモロジーの間の距離であるインターリービング距離
という概念の層理論版を，シンプレクティック幾何学におけるエネルギーと関連付けて，そ
れを応用するということに興味を持ってやってきました．最近は，層理論的なアプローチで
特異性を持つ対象のシンプレクティック幾何学を発展させることができたら面白いと思って
研究しています．
上の幾何学的な研究とは少し異なる，パーシステントホモロジーを用いてデータを解析し
たり，機械学習に応用したりといった研究も行っています．特に，学習する際の損失関数に
パーシステントホモロジー由来の項を加えて最適化することで，学習器をトポロジー的にコ
ントロールするという手法に興味を持って調べています．
学生への要望：

1. 大学院入学までに幾何学の基礎的な事項（多様体・ベクトル束・微分形式・コホモロ
ジーなど）に習熟していることが望ましいです．大学院では勉強をする時間が学部生
のようには取れないこともあるので，それ以外の事項についても広く学んでおくとよ
いと思います．

2. 自分が本当に面白いと思える研究課題を見つけ出してほしいと思っています．それは
指導教員の研究と合致する必要はまったくありません．実際，指導教員と非常に近い
分野を選んだとしても助言ができるのはごくわずかな部分です．むしろ，教員に教え
てやろうという気持ちで臨んでほしいと思います．

3. 広い視点を持って勉強・研究をするようにしてみてください．また，専門が異なる人
にも上手く伝わるような説明の仕方を身に着けるようにしてください．このような能
力は，将来どのような道を歩むにせよ役立つはずです．
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氏名 : 岡田　いず海 
分野名 : 確率・統計 
キーワード : 単純ランダムウォーク、ブラウン運動、交差、局所時間 
 
現在の研究内容： 
私は現在、確率論に関連する様々な問題の研究を行っています。最近特に活発に取り組

んでいるのは、ランダムウォークの交差や局所時間に関する問題です。 

ランダムウォークの交差とは、シンプルな例で言うと、整数格子上で独立に動く2つのラン
ダムウォークが交差する事象を指します。この問題には、調和解析と深い関係があり、背

後にとても美しい理論が存在します。 

また、ランダムウォークの交差に関連する確率モデル（例えば、ループ除去ランダムウォー

クや自己回避ウォーク）も非常に興味深い対象です。2000年以降、Schramm-Loewner 
Evolution 理論という重要なブレークスルーがあり、2次元の交差に関する問題について多
くが解決されましたが、未解決の問題も残っています。さらに、この理論は3次元以上には
適用できないため、依然として重要な課題が多く残されています。 

研究のイメージが湧きにくいかもしれませんので、シンプルな問題設定を考えてみましょ

う。これまで皆さんは確率論の授業で、大数の法則や中心極限定理といった極限定理を学

んできたと思います。基本的には、独立同分布の確率変数の和を前提としていましたが、

この仮定を外した場合、さまざまな確率過程に対して極限定理が成立するかどうかが、確

率論の研究における一つのテーマとなっています。 

例えば、ランダムウォークの時刻 n までの軌跡の大きさ(volume)を考えると、これは独立
同分布の確率変数の和ではないため、極限定理の成立が非自明です。実際、この成立は

次元に依存しており、ランダムウォークのような確率過程が次元に応じて相転移を起こす

点が非常に興味深いです。 

 
学生への要望： 
学部レベルの確率論・測度論の理解は必須です。完璧でなくても問題ありませんので、今後の

セミナーを通じて、徐々に復習していきましょう。セミナーでの輪読時には、急いで先に進む必

要はありません。文脈をしっかりと理解し、補完することを心掛けてください。セミナーで間違え

ることは決して恥ずかしいことではなく、むしろ学びの一環です。積極的に議論に参加し、自分

の考えを述べることを大いに歓迎します。自由な発想で研究に取り組むことが大切です。 

また、特に博士課程を目指す方々には、自分の研究テーマに固執するのではなく、広い視

野を持ってほしいと思います。例えば、オンラインで世界中の講演を視聴することができま

すし、国内外の研究者との積極的な交流も大いに有益です。近年、確率論は世界中で注

目を集めており、さまざまな新たな問題が提起されています。どのような問題に人々が関

心を持っているのかを知ることは、非常に重要です。 
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氏名：河上 龍郎

分野名：代数幾何

キーワード：Frobenius射，Cartier作用素，特異点，消滅定理

現在の研究概要：
正標数の代数多様体を対象に，Frobenius射およびCartier作用素を用いた局所的

ならびに大域的な観点からの研究を行っている．
局所的な側面では，Cartier作用素を用いて特異点の性質を解析するとともに，標

数 0における高次Du Bois特異点や高次 rational特異点に対応する正標数の特異点
の新たなクラスを導入する試みも行っている．また，Steenbrink型消滅定理をはじ
めとする相対的な消滅定理の成立条件やその応用にも関心を持って取り組んでいる．
大域的な側面では，正標数におけるAkizuki–Nakano消滅定理，Bogomolov–Sommese

消滅定理，Bott消滅定理など，さまざまな消滅定理に関する研究を進めている．特
に，それらの応用として，正標数の代数多様体の標数 0への持ち上げ可能性にも関
心を持っている．

学生への要望：
修士課程の段階で最先端の研究に取り組めるようにするためにも，大学院入学前に

スキーム論の基礎を身につけておくことを強く推奨します．具体的には，R. Hartshorne
の『Algebraic Geometry』第 2章および第 3章に相当する内容が目安となります．
余裕があれば，代数曲面論（たとえば L. Bădescu の『Algebraic Surfaces』）や高

次元代数多様体論の基礎（R. Lazarsfeldの『Positivity in Algebraic Geometry I, II』
など）にも触れておくと、今後の学習に大いに役立ちます．ただし，これらは大学
院入学後に取り組んでも遅くはありません．まずは，基本的なスキーム論をしっか
りと理解することを重視してください．
数学の学習や研究は，一見すると孤独な作業に思われがちですが，実際には大学

内の仲間や研究室のメンバー，海外の研究者，指導教員など，多くの人とのコミュ
ニケーションの中で進めていくものだと考えています．数学の研究を通して，周り
と共に成長していける方を歓迎します．
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氏名： 坂井 秀隆
分野名： 微分方程式
キーワード： 特殊函数，可積分系，差分方程式
現在の研究概要
楕円函数や超幾何函数は，19 世紀の数学を牽引する存在でした．函数
論はもちろんのこと，楕円曲線から代数幾何学が発展し，またリーマン面
の研究から位相幾何学へとつながる道筋があり，整数論にも楕円函数や超
幾何函数から受け取ったものがたくさんあります．
安直に思われるかもしれませんが，Painlevé方程式を満たす函数から次
の世代の特殊函数論を構築しようというのが，わたしの興味です．Painlevé
方程式というのは，非線型非自励な常微分方程式です．2012 年にウクラ
イナのグループが解の表示式を与えました．この表示式は，2次元共形場
理論や 4次元ゲージ理論などにも関わり，注目されています．
わたし自身は，有理曲面論を使って Painlevé 方程式の理論を整理した
のですが，結果として，離散 Painlevé 方程式まで地続きの世界が浮かび
上がってきました．さらに，線型微分方程式の変形理論から高次元への
Painlevé 方程式の拡張を考察しました．そこから，共同研究者と共に，相
空間が 4次元の方程式系を 40種類に分類しました．
たくさんの方程式系やその解函数が現れますが，それぞれ特徴を持って
いて，さながら博物学のような面白さがあります．
学生への要望
学習のためのガイドということであれば，以下のような科目は，この分
野の研究に関係があります．
勉強しておけば必ず役に立つもの：複素函数，複素領域の微分方程式．
研究の方向，アイデアによっては有効なもの：代数幾何，代数解析や無
限次元 Lie 代数の表現論など．
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氏名   ： 松井 千尋（まつい ちひろ） 
分野名  ： 応⽤数理 
キーワード： 統計⼒学，数理物理学，量⼦可積分系 
 
現在の研究概要 

⾝の回りで起こる様々な現象を，数理モデルを⽤いて解明することを⽬標とした研究を
⾏っています．特に，「熱平衡化」と呼ばれる現象を中⼼に取り扱っています． 

熱平衡化は，「放っておいたコーヒーが冷めてしまって⼆度と温かい元の状態に戻らない」
などに代表される，⽇常⽣活で広く⾒られる現象です．ポイントは「元に戻らない」という
ところで，実際，⽇常⽣活で起こる多くの現象は不可逆過程であることを私たちは経験的に
よく知っています．⼀⽅，原⼦や分⼦スケールのミクロな世界を記述する「シュレーディン
ガー⽅程式」は，多くの場合に時間反転対称です．原⼦や分⼦⼀つひとつは時間反転対称な
⽅程式にしたがうのに，それがたくさん集まったマクロな世界では時間を巻き戻すことが
できないのです．  

⼀般的に，アボガドロ数程度の多数の粒⼦からなる量⼦系の時間発展を解析的に調べる
ことはとても困難です．ミクロな情報を諦める代わりに，統計的に意味のあるマクロな量に
着⽬することで熱平衡化を理解しようとするのが，「統計⼒学」とよばれる理論です．しか
しながら，統計⼒学の適⽤範囲は熱平衡化した後の状態に限られており，「どのように熱平
衡化が起こるのか」，「なぜマクロな世界では時間が巻き戻せないのか」を理解するためには，
熱平衡化に⾄るまでの時間発展を追う必要があります． 

⼀⽅で，特定の数理構造をもつ⼀部の量⼦多体系は「解ける（＝時間発展が解析的に調
べられる）」ことが知られています．こうした量⼦多体系は「可解模型」とよばれ，いくつ
かの具体例が知られています．本研究室では，ミクロなレベルでの時間発展が解析的に求ま
る可解模型を使って，ミクロな世界とマクロな世界を繋ぐ理論の構築を⽬指しています． 
 
学生への要望 

⼤学院⼊学までに，1,2 年⽣で習う「線形代数」と「微分積分」をしっかり習得しておい
てください．必須ではありませんが，「量⼦⼒学」と「統計⼒学」の基礎的な部分を知って
いると，スムーズに研究活動をスタートさせることができると思います．物理的な直感など
は研究をするうちに⾝に付くものなので，これまで物理に触れてこなかった⼈も歓迎いた
します． 
各個⼈の研究の興味を尊重していますので，皆で同じ分野の研究課題に取り組む必要は

ありません．「数学がこの世の中の現象にどう現れるか？」に少しでも興味のある⼈は，ぜ
ひ⼀度議論にお越しください！ 
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